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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

引き続き議員フォーラムでの活躍を約束する
難波氏（左）

ＪＲ連合陣営と握手し、初当選の喜びを表す
矢田氏（中央）

国政復帰でＪＲ連合との相互協力を確認しあ
う川合氏（左）

３期目の当選をかけつけた支援者と万歳をす
る小林氏（右）

の
投
票
率
よ
り
は
高
か
っ
た
。

　

今
回
の
選
挙
の
結
果
、
自
民

党
が
参
議
院
定
数
２
４
２
議
席

の
半
数
の
１
２
１
議
席
に
届
き
、

ま
た
、
自
民
・
公
明
・
お
お
さ

か
維
新
の
い
わ
ゆ
る
改
憲
勢
力

は
、
非
改
選
議
員
を
含
め
て
憲

法
改
正
案
の
発
議
に
必
要
な
議

員
定
数
２
４
２
の
３
分
の
２
を

上
回
る
１
６
５
議
席
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
民
進
党
は
、
比
例
区

で
前
回
の
７
議
席
を
上
回
る
11

議
席
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
32

の
１
人
区
を
は
じ
め
と
す
る
選

挙
区
で
は
苦
戦
し
、
32
議
席
に

へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
最
後
ま

で
投
票
行
動
に
繋
が
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

政
治
に
は
無
関
心
で
い
ら
れ
て

も
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
今
一
度
、国
民
一
人

ひ
と
り
が
、
投
票
率
の
低
さ
に

つ
い
て
は
厳
粛
に
受
け
止
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
、

新
た
に
選
挙
権
を
得
た
18
歳
と

19
歳
の
投
票
率
は
45
・
45
％
と

な
り
、
全
体
投
票
率
を
下
回
っ

た
も
の
の
、
20
歳
代
と
30
歳
代

に
つ
い
て
は
前
回
選
挙
比
24
％

上
回
っ
た
。
し
か
し
、
与
野
党

の
社
会
保
障
、
消
費
税
、
憲
法

改
正
と
い
っ
た
対
立
軸
が
不
明

瞭
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
投

票
率
は
54
・
70
％
と
前
回
を
上

回
っ
た
も
の
の
、
戦
後
４
番
目

の
低
さ
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

十
分
な
政
策
論
議
が
な
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治

　

６
月
22
日
公
示
、
７
月
10
日

投
開
票
と
な
っ
た
第
24
回
参
議

院
選
挙
は
、
昨
年
か
ら
の
安
全

保
障
関
連
法
案
や
雇
用
法
制
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
を
め
ぐ
る
国
会
論

戦
と
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題

な
ど
政
治
に
対
す
る
国
民
の
政

治
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
と
も

に
、
18
歳
へ
の
選
挙
権
年
齢
引

き
下
げ
も
あ
り
、
期
日
前
投
票

と
ど
ま
っ
た
。
改
選
前
議
席
を

減
ら
し
た
も
の
の
、
前
回
参
院

選
か
ら
は
ほ
ぼ
倍
増
す
る
結
果

と
な
っ
た
が
、
目
標
と
し
て
掲

げ
た
与
党
の
改
選
過
半
数
阻
止

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
民
進
党
に
は
、
野
党
第
一

党
と
し
て
健
全
な
野
党
勢
力
と

な
る
べ
く
国
民
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
多
く
の
期
待
を
重
く
受
け
止

め
、
ま
じ
め
に
働
く
者
の
た
め

の
政
治
の
早
期
実
現
に
む
け
て
、

な
お
一
層
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
比
例
区
６
名

と
選
挙
区
８
名
の
最
重
点
・
重

点
支
援
候
補
者
を
推
薦
し
、
全

員
当
選
に
む
け
て
取
り
組
ん
で

き
た
。
厳
し
い
選
挙
戦
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
各
推
薦
候
補
者
は
、

堂
々
と
選
挙
戦
を
闘
い
抜
き
、

比
例
区
に
お
い
て
は
小
林
正
夫

氏
（
電
力
総
連
）
、
矢
田
稚
子

氏
（
電
機
連
合
）
、
川
合
孝
典

氏
（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
）
、
難
波

奨
二
氏
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
の
４
名

が
、
選
挙
区
に
お
い
て
は
、
福

山
哲
郎
氏
（
京
都
）
、
柳
田
稔

氏（
広
島
）、蓮
舫
氏（
東
京
）、

小
西
洋
之
氏
（
千
葉
）
の
４
名

が
そ
れ
ぞ
れ
激
戦
を
制
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
比
例
区
の
藤

川
慎
一
氏
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
、
森
屋

隆
氏
（
私
鉄
総
連
）
の
２
名
と
、

選
挙
区
の
林
久
美
子
氏（
滋
賀
）、

前
川
清
成
氏
（
奈
良
）
、
水
岡

俊
一
氏
（
兵
庫
）
の
３
名
が
惜

敗
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

大
阪
選
挙
区
の
「
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
」
副
会
長
の
尾

立
源
幸
氏
に
つ
い
て
は
、
最
重

点
支
援
候
補
と
し
て
全
力
で
取

り
組
ん
だ
も
の
の
、
残
念
な
が

ら
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
回
の
選
挙

結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
と

と
も
に
、
低
投
票
率
に
つ
い
て

は
政
治
活
動
の
意
義
の
浸
透
や

さ
ら
な
る
政
治
へ
の
参
画
意
識

の
醸
成
な
ど
の
今
後
の
取
り
組

み
に
む
け
て
、
引
き
続
き
組
織

内
に
お
い
て
議
論
を
深
め
る
こ

と
と
す
る
。

♢

　

イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題

の
影
響
も
あ
り
、
経
済
状
況
が

不
透
明
さ
を
増
す
中
、
先
送
り

さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
法
案
や
雇

用
法
制
に
関
す
る
国
会
審
議
と

と
も
に
、
憲
法
改
正
の
発
議
な

ど
の
動
向
も
注
視
が
必
要
で
あ

り
、
衆
議
院
解
散
・
総
選
挙
に

つ
い
て
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
の
最
大

産
別
と
し
て
、
一
層
の
団
結
強

化
を
図
り
、
次
期
選
挙
の
必
勝
、

そ
し
て
政
策
・
制
度
実
現
と
民

主
化
闘
争
勝
利
を
は
じ
め
と
す

る
諸
活
動
の
完
遂
に
む
け
て
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と

す
る
。

　

最
後
に
、
ご
支
援
い
た
だ
い

た
組
合
員
や
家
族
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
各
位
に
御
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
推
薦
候
補
の

必
勝
に
む
け
て
ま
さ
し
く
献
身

的
に
奮
闘
さ
れ
た
す
べ
て
の
組

合
員
に
対
し
て
、
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。

※
「
参
議
院
選
挙
結
果
を
踏

ま
え
て
の
Ｊ
Ｒ
連
合
コ
メ
ン

ト
」
は
裏
面
掲
載

Ａ　

重
要
な
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
、

　

書
面
に
よ
る
労
働
条
件
の
明
示
が
使

　

用
者
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
に
対
し
て
も

　

書
面
に
よ
る
労
働
条
件
明
示
が
必
要

　

で
す
の
で
、
１
は
誤
り
と
な
り
ま
す
。

　

労
働
契
約
は
口
頭
に
よ
る
合
意
で
も

　

成
立
し
ま
す
の
で
、
２
も
誤
り
で
す
。

　

使
用
者
は
、
労
働
契
約
の
不
履
行
に

　

つ
い
て
違
約
金
を
定
め
、
ま
た
は
損

　

害
賠
償
額
の
予
定
す
る
契
約
を
締
結

　

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

　
て
、
３
も
誤
り
で
す
。
労
働
契
約
の

　

即
時
解
除
に
つ
い
て
は
労
基
法
15
条

　

２
項
に
定
め
が
あ
り
、
４
は
正
し
い

　

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
１
、
２
、
３
に

　

な
り
ま
す
。

　

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集　

２
０
１
６
年
版

﹇
中
級
問
題
・
労
働
契
約
﹈
よ
り
出
題
）

知って活かそうワークルール34
Ｑ　労働契約について、誤っているもの
　をすべて選びなさい。【正答率46％】
１　使用者は、パートタイム労働者に対しては、
　書面で労働条件を明示しなくてもよい。
２　労働契約が成立するためには、口頭による合
　意では足りず、書面による合意が必要である。
３　労使で合意すれば、労働協約の不履行につい
　て違約金を定めることも有効である。
４　明示された労働条件が事実と相違する場合、
　労働者は即時に労働契約を解除することができる。

第24回参議院選挙結果

推薦候補 比例区４名・選挙区４名が当選
第24回参議院選挙結果

推薦候補 比例区４名・選挙区４名が当選

《当選した選挙区候補者》

小西 洋之 氏

福山 哲郎 氏

蓮　　舫 氏

柳田　稔 氏

　

７
月
10
日
投
開
票
の
第
24
回
参
議
院
選
挙
で
は
、
自
民
党
が
単
独
過
半
数
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も

の
の
定
数
２
４
２
議
席
の
半
数
１
２
１
議
席
と
な
っ
た
。
一
方
、
民
進
党
は
、
比
例
区
で
前
回
の
７

議
席
を
上
回
る
11
議
席
を
獲
得
し
た
も
の
の
、
32
の
１
人
区
を
は
じ
め
と
す
る
選
挙
区
で
は
苦
戦
し
、

32
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

今
回
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は
比
例
区
６
名
と
選
挙
区
８
名
の
最
重
点
・
重
点
支
援
候
補
者
を
推
薦
し
、
全

員
当
選
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
比
例
区
で
は
４
名
、
選
挙
区
に
お
い
て
４
名
が
そ
れ
ぞ
れ

激
戦
を
制
し
、
当
選
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
重
点
支
援
候
補
と
し
て
取
り
組
ん
だ
大
阪
選
挙
区
の
尾
立
源
幸
氏
（
Ｊ
Ｒ
連

合
国
会
議
員
懇
談
会
副
会
長
）
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

政
策・制
度
実
現
、組
織
課
題
の
解
決
に
む
け
て

       

当
選
議
員
と
連
携
し
て
い
く

 
民
進
党
は
比
例
区
11
議
席
獲
得

 　
　
　
　
　
全
体
で
32
議
席
を
獲
得

 

推
薦
候
補
へ
の
支
援
・
献
身
的
な

                       

取
り
組
み
に
感
謝

《議員懇談会・議員フォーラム所属
　　　　　　  推薦候補者（選挙区）開票結果》

候補者名 選挙区
（定数） 結果 得票数

尾立 源幸 大阪府
（4）  （6位） 347,753

林 久美子 滋賀県
（1）  （次点） 291,290

福山 哲郎 京都府
（2）  当選（2位） 389,707

前川 清成 奈良県
（1）  （次点） 216,361

水岡 俊一 兵庫県
（3）  （次点） 420,068

柳田 　稔 広島県
（2）  当選（2位） 264,358

小西 洋之 千葉県
（3）  当選（3位） 472,219

蓮　 　舫 東京都
（6）  当選（1位） 1,123,145

《比例区推薦候補者開票結果》
民進党：獲得議席11

候補者名 出身組織 結果
（政党順位） 得票数

小林 正夫 電力総連    当選（1位） 270,285

矢田 稚子 電機連合    当選（3位） 215,823

川合 孝典 UAゼンセン    当選（5位） 196,023

難波 奨二 ＪＰ労組    当選（6位） 191,823

藤川 慎一 ＪＡＭ    （13位） 112,995

森屋 　隆 私鉄総連    （15位） 102,208

※得票数の按分票による小数点以下は省略
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みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用
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Ｊ
Ｒ
北
海
道
労
働
組
合（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

 

旭
川
地
区
本
部（
北
海
道
旭
川
市
）

組合事務所
めぐり
37

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
旭
川
地
区
本
部
は
旭
川

駅
よ
り
西
へ
徒
歩
５
分
の
所
に
事
務
所

が
あ
り
ま
す
。

　

旭
川
は
北
海
道
で
は
札
幌
に
次
ぐ
第

２
の
都
市
で
旭
川
駅
は
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
・

石
北
本
線
（
網
走
）
・
宗
谷
本
線
（
稚

内
）
・
富
良
野
線
（
富
良
野
）
の
起
終

点
と
な
っ
て
い
て
４
路
線
の
接
続
駅
に

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
11
月
に

「
川
の
あ
る
駅
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
改

装
さ
れ
市
内
に
い
く
つ
も
の
川
が
流
れ

て
い
る
旭
川
を
象
徴
す
る
デ
ザ
イ
ン
に

な
っ
て
い
て
、
駅
舎
内
は
木
材
を
多
用

し
落
ち
着
き
が
あ
り
、
暖
か
み
が
感
じ

ら
れ
る
創
り
で
、
新
た
な
観
光
名
所
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
旭
川
の
地

名
の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
ア
イ

ヌ
語
で
「
チ
ュ
プ
・
ペ
」
が
語
源
と
言

わ
れ
、
「
チ
ュ
プ
」
は
「
日
」
の
、
「
ペ
ッ
」

は
「
川
」
の
意
味
で
「
日
」
を
「
旭
」

に
置
き
換
え
て
「
旭
川
」
と
意
訳
し
て

名
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
最
大
の
盆
地
と
な
る
上
川
盆

地
に
位
置
し
、
夏
と
冬
の
寒
暖
の
差
が

70
度
前
後
も
あ
る
激
し
い
内
陸
性
気
候

で
大
雪
山
の
清
水
で
豊
富
な
森
林
資
源

を
生
か
し
た
農
業
・
家
具
・
パ
ル
プ
な

ど
の
製
造
業
、
清
酒
・
ラ
ー
メ
ン
な
ど

石狩川水系の忠別川に臨んで建つ旭川駅

農道の落下物や堆積物を除去するボランティア参加者

国交省自動車局との意見交換会で発言する自動車連絡会西原代表幹事

の
食
品
加
工
業
が
盛
ん
で
、
旭
川
駅
か

ら
（
途
中
左
に
大
雪
地
ビ
ー
ル
館
あ
り
）

徒
歩
15
分
の
高
砂
酒
造
で
は
搾
り
た
て

の
原
酒
を
そ
の
ま
ま
瓶
詰
め
し
た
生
酒

の
試
飲
販
売
を
し
て
い
ま
す
。
中
で
も

ラ
ー
メ
ン
は
Ｗ
ス
ー
プ
と
呼
ば
れ
る
豚

骨
・
鶏
ガ
ラ
と
魚
介
ベ
ー
ス
の
醤
油
ス
ー

プ
に
ラ
ー
ド
を
入
れ
る
の
が
特
徴
的
で

す
。
麺
は
低
加
水
中
細
ち
ぢ
れ
麺
で
後

ま
で
熱
々
で
食
べ
ら
れ
る
の
も
旭
川
の

マ
イ
ナ
ス
30
℃
に
な
る
極
寒
地
な
ら
で

は
の
人
気
の
秘
訣
で
す
。

　

ま
た
、
旭
川
を
代
表
す
る
景
色
と
言

え
ば
、
勇
壮
に
そ
び
え
る
「
大
雪
山
連

峰
」
で
す
が
、
日
本
最
北
に
位
置
し
行

動
展
示
で
注
目
を
集
め
た
「
旭
山
動
物

園
」
、
全
国
初
の
歩
行
者
天
国
「
平
和

通
買
物
公
園
」
「
旭
橋
」
「
神
居
古
潭
」

な
ど
見
所
満
載
な
景
観
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
の
で
是
非
一
度
足
を
運
ん
で
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は
、

６
月
15
日
、
第
２
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
１
月
に
発
生
し
た
軽

井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
の
事
故

対
策
検
討
委
員
会
の
最
終
と
り

ま
と
め
を
は
じ
め
と
す
る
昨
今

の
バ
ス
行
政
の
動
向
に
つ
い
て

情
報
共
有
を
図
っ
た
。
ま
た
、

今
年
で
３
回
目
と
な
る
２
０
１

７
春
季
生
活
闘
争
に
む
け
た
賃

金
・
労
働
条
件
実
態
調
査
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

　

ま
た
、
幹
事
会
の
後
、
順
延

し
て
き
た
国
交
省
自
動
車
局
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
各
幹

事
は
働
く
者
の
視
点
で
構
造
的

な
問
題
も
含
め
て
同
局
担
当
者

と
率
直
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

西
原
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組

西
バ
ス
地
本
）
は
、
バ
ス
事
故

対
策
に
つ
い
て
、
実
効
性
あ
る

監
査
の
必
要
性
や
、
参
入
規
制

の
緩
和
に
よ
る
貸
切
バ
ス
事
業

者
の
供
給
過
多
の
現
状
に
お
け

る
バ
ス
の
需
給
調
整
規
制
の
必

要
性
な
ど
に
つ
い
て
訴
え
た
。

ま
た
、
慢
性
化
し
て
い
る
バ
ス

運
転
者
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
貸
切
バ
ス
運
賃
・
料
金

制
度
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で

一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
た
も
の

の
、
人
材
を
確
保
し
魅
力
あ
る

産
業
と
す
る
た
め
に
は
ま
だ
ま

だ
運
賃
・
料
金
の
改
善
が
必
要

で
る
と
指
摘
し
た
。
特
に
、
昨

今
の
高
速
バ
ス
運
賃
・
料
金
の

過
当
競
争
に
対
し
て
行
政
と
し

て
歯
止
め
が
必
要
で
あ
る
と
訴

え
た
。
小
西
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
東
海

バ
ス
ユ
ニ
オ
ン
）
か
ら
は
、
運

転
者
不
足
に
よ
っ
て
現
場
で
は

休
日
出
勤
が
慢
性
化
し
て
い
る

実
態
を
報
告
し
、
バ
ス
事
業
者

間
で
運
転
者
の
取
り
合
い
や
、

若
年
退
職
の
増
加
の
課
題
を
指

摘
し
た
。
ま
た
、
角
当
幹
事

（
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
労
組
）
ら
か

ら
は
、厚
労
省
の
改
善
基
準
告

示
と
国
交
省
の
バ
ス
運
転
者
の

配
置
基
準
に
つ
い
て
、
現
場
の

中
で
運
輸
局
や
労
基
署
な
ど
の

対
応
で
見
解
が
違
う
こ
と
で
悩

ま
さ
れ
て
い
る
実
態
を
指
摘
し
、

両
基
準
の
整
合
性
を
と
り
現
場

が
守
れ
る
ル
ー
ル
に
す
べ
き
で

あ
る
と
訴
え
た
。
そ
の
他
、
車

輌
構
造
や
路
線
バ
ス
の
維
持
・

運
行
費
の
補
助
制
度
の
課
題
に

つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

国
交
省
自
動
車
局
か
ら
は

「
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て

議
論
し
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
今
後
も
折
に
触
れ
て
意
見

交
換
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の

見
解
が
示
さ
れ
た
。

　

自
動
車
連
絡
会
は
、
今
後
も

現
場
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
国

交
省
自
動
車
局
と
定
期
的
に
意

見
交
換
を
行
い
、
バ
ス
産
業
の

構
造
的
な
課
題
に
対
す
る
行
政

へ
の
意
見
提
言
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
バ
ス
運
転
者
の
労
働

条
件
の
改
善
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
在
京
４
単
組

（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
東

海
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
、

貨
物
鉄
産
労
）
の
組
合
員
19
人

が
６
月
11
〜
12
日
に
山
梨
県
早

川
町
で
地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
農
道
や
休
耕

地
の
草
刈
や
獣
害
防
止
の
電
気

柵
整
備
に
汗
を
流
し
た
。

　

早
川
町
は
、
山
梨
県
の
南
西

部
に
位
置
し
、
南
ア
ル
プ
ス
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な

町
で
、
東
西
15
・
５
㎞
・
南
北

38
㎞
の
広
大
な
面
積
を
有
し
て

い
る
。
人
口
約
１
１
０
０
人
あ

ま
り
で
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

50
％
以
上
の
限
界
集
落
と
な
っ

て
お
り
、
休
耕
地
の
増
加
や
農

作
物
の
獣
害
被
害
等
も
深
刻
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
早
川
町

で
の
地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
地
域
活

性
化
に
む
け
た
政
策
提
言
「
７

つ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に

基
づ
き
、
同
町
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
上
流
文
化
圏
研
究
所
と
共

同
で
２
０
０
８
年
か
ら
年
２
回

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

参
加
者
は
、
セ
ギ
と
呼
ば
れ

る
道
路
脇
の
用
水
路
に
た
ま
っ

た
枯
葉
や
土
砂
の
除
去
作
業
、

農
道
の
除
草
や
イ
ノ
シ
シ
が
掘
っ

た
穴
埋
め
な
ど
の
整
備
、
獣
害

電
気
柵
周
辺
の
整
備
な
ど
を
中

心
に
行
っ
た
。
い
ず
れ
も
地
区

内
に
担
い
手
が
少
な
い
た
め
に
、

日
頃
の
作
業
が
困
難
な
も
の
ば

か
り
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
作
業
後
に
は
住
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
行
い
、

こ
れ
か
ら
本
格
化
す
る
リ
ニ
ア

新
幹
線
工
事
状
況
や
若
年
世
代

の
移
住
に
つ
い
て
な
ど
、
貴
重

な
話
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
地
域
と
関
わ

り
を
持
つ
中
で
、
地
域
公
共
交

通
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
存
在
意
義
や

役
割
を
再
認
識
す
る
た
め
に
も

活
動
を
継
続
し
て
い
く
。

第24回参議院選挙結果を踏まえてのＪＲ連合コメント
２０１６年７月１１日

日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

　７月10日に投開票が行われた第24回参議院選挙においてご支援いただ
いた組合員や家族をはじめとする関係各位に御礼申し上げるとともに、
推薦候補の必勝にむけてまさしく献身的に奮闘されたすべての組合員に
対して、心から感謝を申し上げる。

　今回の選挙の結果、自民党が単独過半数とはならなかったものの定数
２４２議席の半数１２１議席となった。また、自民・公明・おおさか維
新のいわゆる改憲勢力は、非改選議員を含めて憲法改正案の発議に必要
な議員定数２４２の３分の２を上回る１６５議席となった。
　一方、民進党は、比例区で前回の７議席を上回る11議席を獲得したも
のの、32の１人区をはじめとする選挙区では苦戦し、32議席にとどまっ
た。安保法案をめぐる国会論戦や政治資金の問題など政治に対する関心
の高まりとともに、18歳への選挙権年齢引き下げもあったものの、一方
で与野党の対立軸が不明瞭であったこともあり、投票率は前回より２ポ
イント程度上回る54％台後半にとどまる見込みとなった。政治への関心
の高まりが投票行動に十分に繋がっていないことについては、今一度、
国民一人ひとりが、厳粛に受け止めるべきである。
　民進党には、野党第一党として健全な野党勢力となるべく国民から寄
せられた多くの期待を重く受け止め、まじめに働く者のための政治の早
期実現にむけて、なお一層邁進されることを期待したい。

　ＪＲ連合は、比例区６名と選挙区８名の最重点・重点支援候補者を推
薦し、全員当選にむけて取り組んできた。厳しい選挙戦を余儀なくされ
た各推薦候補者は、堂々と選挙戦を闘い抜き、比例区においては小林正
夫氏（電力総連）、矢田稚子氏（電機連合）、川合孝典氏（ＵＡゼンセ
ン）、難波奨二氏（ＪＰ労組）の４名が、選挙区においては、福山哲郎
氏（京都）、柳田稔氏（広島）、蓮舫氏（東京）、小西洋之氏（千葉）、
の４名がそれぞれ激戦を制した。今後、国政の場でその実力を縦横に発
揮されることを期待したい。
　しかしながら、比例区の藤川慎一氏（ＪＡＭ）、森屋隆氏（私鉄総連）
の２名と、選挙区の林久美子氏（滋賀）、前川清成氏（奈良）、水岡俊
一氏（兵庫）の３名が惜敗することとなった。また、大阪選挙区の「Ｊ
Ｒ連合国会議員懇談会」副会長の尾立源幸氏については、最重点支援候
補として全力で取り組んだものの、残念ながら当選を果たすことができ
なかった。
　ＪＲ連合は、今回の選挙結果を真摯に受け止めるとともに、低投票率
については政治活動の意義の浸透やさらなる政治への参画意識の醸成な
どの今後の取り組みにむけて、引き続き組織内において議論を深めるこ
ととする。

　イギリスのＥＵ離脱問題の影響もあり、円高株安となって経済状況が
不透明さを増す中、先送りされたＴＰＰ関連法案や雇用法制に関する国
会審議とともに、憲法改正の発議などの動向も注視が必要であり、衆議
院解散・総選挙についても予断を許さない状況である。
　ＪＲ連合は、連合に集う構成組織の責任ある一員として、また、ＪＲ
の最大産別として、一層の団結強化を図り、次期選挙の必勝、そして政
策・制度実現と民主化闘争勝利をはじめとする諸活動の完遂にむけて一
丸となって取り組むこととする。

以上

自
動
車
連
絡
会
第
２
回
幹
事
会
・
国
交
省
自
動
車
局
と
の
意
見
交
換

現
場
実
態
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す

早
川
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

 
地
域
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
に
一
役


